
熊本市女性のつながりサポート事業 【熊本市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 ３，９９９ 千円

交付金額 １，９９９ 千円

事業番号 １

・新型コロナウィルス感染症拡大により、課題・困難を抱える女性が不
安や悩みを共有する場が少なくなっている。
・地域経済の落ち込みによる生理用品等の生活必需品の購入等が困難と
なっている女性が増加している。
・令和3年12月実施「つながりマルシェ」延べ630人の来場者のうち相
談者が52人おり、今後も女性が相談できる場の提供が必要。
・課題・困難を抱える女性に対して必要な支援を行うため、動向調査が
必要。

熊本市内に住む10代以上の女性に対するアンケート調査のほか、居場
所づくりのためのマルシェ等を開催。
実施期間：令和4年9月～令和5年3月

アンケート調査回答数：1,823件
マルシェ来場者計：2,299名 相談者計：161名
相談場所・地域の居場所の公開：30か所
オンライン居場所づくり：参加者計63名

・アンケートでは、新型コロナウイルス感染拡大を受けて孤独や不安を
感じる方は令和3年度は約8割いたが、令和4年度は56％に減少。孤独や
不安を感じた方の中で、約7割が誰にも相談していない、できていないこ
とが分かった。健康や経済面についての不安が多かった。
・相談コーナーだけではなく相談するためのきっかけとしてマルシェ等
を組合わせたことは、結果として多くの相談者が来場されるきっかけと
して働いたものと考える。
・相談ができる場所、地域の居場所の情報をインターネットの地図上で
表示、公開したことで、問い合わせが増えた団体もあった。

コロナ禍において孤独・孤立で不安を抱える女性に対し、NPO等の知見
を活用して、きめ細かい寄り添った相談支援などを行うことで、社会と
の絆・つながりの回復を目的とする。

○熊本県及び県内各市町村（熊本連携中枢都市圏構成市町村）

○地元各経済団体、労働者団体、金融機関、マスコミ、大学、農業者
団体、女性団体等

○熊本市男女共同参画センターはあもにい

・アンケート調査結果をもとに施策に反映させるための検討が必要。
今回は、生理に関する設問もアンケートに入れたため、庁内関係部署と
も情報共有・事業連携の検討が必要。
・居場所づくりにおいても、無料ワークショップを実施したことによっ
て集客に繋がり、相談に繋がったケースもあったことから、こうした実
績をもとにプロポーザルを実施した上で、NPO等の知見を活用し引き
続き実施する必要があると考えている。



事業の概要

【女性のつながりサポート事業】
開催期間 令和4年9月～令和5年3月
会 場 アンケート：マルシェ会場の他、SNSを活用 マルシェ：熊本城ホール

３実施内容

【孤独・孤立等で不安を抱える女性の実態把握のためのアンケート調査】
対象者：熊本市内に住む10代以上の女性
期 間：令和4年9月15日～令和5年2月15日
回答数：1,823件

【孤独・孤立等で不安を抱える女性を対象とした居場所づくり開催】
①女性のためのつながるマルシェ（２回開催）
・労働局、市関係部局と協働で、就職やこころの悩み相談コーナー等を設置。
・相談者が来場しやすいようワークショップや販売ブース等を設置。
・来場者のうち必要な方に生理用品及び衛生用品を配布。
【実績】
令和4年10月15日（土） 来場者1,322人、うち相談コーナー91人
令和5年 2月12日（日） 来場者977人、うち相談コーナー70人

②つながる相談・居場所map
相談しやすさの環境整備として、インターネット上で、育児や就労、その他
様々な悩み相談ができる場所や地域の居場所の情報30か所を地図上で表示し
公開。（事業報告書に30か所のリスト掲載有）

③オンライン居場所づくり（３回開催）
【実績】
令和4年11月9日（水） 参加者12名
令和4年12月4日（日） 参加者28名
令和5年1月21日（土） 参加者23名
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